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一
耽
曾
的
文
化
的
鵠
変
動
の
形
式

(二)

米

田

庄

ゴミ

良日

(ニXー)

ウ
ォ
ー
ム
の
祉
曾
語
化
形
式
諭
と
夫
れ
の
批
剣
(
前
々
競
掲
載
)

ツ
ロ
キ
シ
の
世
曾
的
文
化
的
過
程
形
式
論
と
夫
れ
の
評
償

ー
、
ソ
ロ
キ
シ
の
世
曾
的
文
化
的
過
程
形
式
前
め
大
要
(
本
税
掲
載
、
但
し
最
後
の
部
分
は
次
凱
に
譲
る
)

E
、
ソ
官
キ
ン
の
枇
曾
的
文
化
的
過
程
形
式
論
の
評
倒

(二)

ソ
ロ
キ
ン
の
枇
曾
的
文
化
的
遁
程
形
式
論
と
央
れ
の
静
債

私
は
是
れ
よ
り
前
節
の
終
り
に
油
ぺ
し
二
つ
の
根
本
的
問
題
に
特
に
注
目
し
つ
ヘ
ソ
ロ
キ
ン
が
昨
年
会
に
せ
る
大
著
浦
一
「
枇
合

的
及
び
文
化
的
動
車
一
・
」
(
締
一
一
一
鵠
詩
型
詰
み
一
k
一
諮
問
二
十
七
頁
)
に
於
て
、
論
遁
し
て
居
る
枇
舎
的
文
化
的
過
程
形
式
の
理
論

を
考
察
し
、
評
債
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
但
し
彼
は
此
の
理
論
に
就
て
は
、
詳
し
く
は
特
に
第
四
巻
に
於
て
論
述
す
る
こ
と
と

し
て
居
る
か
ら
、
開
巻
が
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
居
友
い
今
H
K
於
て
は
、
彼
の
思
想
を
十
分
に
詳
し
〈
皐
ぶ
こ
と
は
出
来
た
い
が
、
併

し
既
刊
の
第
一
巻
第
一
部
序
論
中
に
、

カ
ナ
リ
詳
し
く
論
遇
さ
れ
て
居
る
共
の
大
要
に
よ
り
て
見
る
も
、
彼
は
是
れ
ま
で
ま
だ
何
人

も
企
だ
て
L
居
友
い
ほ
ど
精
確
に
、
枇
品
開
的
文
化
的
過
程
の
概
念
を
分
析
し
、
規
定
し
、
究
明
し
、
随
ふ
て
又
共
の
諸
形
式
を
詳
し

〈
分
類
し
、
規
定
し
よ
う
と
企
だ
て
土
居
こ
る
と
は
、
明
か
に
皐
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
共
の
騎
に
於
て
彼
の
吐
合
的
文
化

枇
曾
的
文
化
的
圃
躍
動
の
形
式

第
四
十
六
巻

i¥. 
七

傍

観

四



社
合
的
文
化
的
費
動
の
形
法

第
四
十
六
巻

i¥. 
i¥. 

害事

裁

四

的
過
程
の
理
論
は
、
現
今
の
祉
舎
撃
に
於
て
特
に
注
意
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
と
忠
は
れ
る
。
回
瓦
れ
現
今
の
枇
台
撃
に
於
で
は
、
牡

合
的
文
化
的
過
程
問
題
は
枇
舎
壊
の
最
と
も
章
一
大
友
る
問
題
の
一
と
認
め
ら
れ
て
居
る
に
拘
ら
や
、
否
左
此
の
問
題
は
一
杭
合
壊
の
最

根
本
的
問
題
で
あ
る
と
さ
へ
烹
張
ナ
る
人
々
の
あ
る
に
拘
ら
や
、
ま
だ
ソ
ロ
キ
シ
ほ

E
夫
れ
の
概
念
及
び
形
式
争
精
神
慨
に
規
定
し
、

組
織
的
に
詳
し
〈
論
究
し
た
人
は
た
い
と
息
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
俗
ほ
ソ
ロ
キ
ン
の
問
書
は
随
分
高
債
た
も
の
に
し
で
、
我
闘
で

ば
誰
れ
で
も
た
や
す
〈
手
に
入
れ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
困
難
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
か
ら
、
此
庭
に
綻
の
社
合
的
文
化
的
過
程
論
に

就
て
、
少
し
詳
し
く
説
ぺ
て
由
泣
き
た
い
止
思
ふ
。

I.. 

ソ
ロ
キ
シ
の
一
世
曾
的
文
化
的
過
程
形
式
論
の
大
要

(1) 

社
合
的
文
化
的
過
程
の
概
念
の
精
確
友
規
定

今
ソ
ロ
キ
ン
が
彼
の
大
著
作
「
社
合
的
及
び
文
化
的
動
墜
」
に
於
て
、
研
究
の
主
要
闘
心
事
或
は
主
要
問
題
と
し
て
居
る
の
は
、

一
位
合
的
文
化
的
動
揺
或
は
摩
動
問
。
丘
C
門

E-E-巴
出

口

2
5
5
5
卸
ち
枇
合
的
及
び
文
化
的
生
荷
陀
於
け
る
、
か
く
て
人
類
史
に
於
け

る
、
再
起
的
或
は
間
観
的
或
は
反
復
的
諸
過
程

円
。
門
口
『
旬
。
口
許

同
》
『
。

n
o
m旬
。
国

で
あ
る
。

さ
れ
ば
彼
は
先
づ
第
一
に
、
過
程
と
は
何
で
あ

る
か
を
精
確
に
規
定
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
へ
、
先
づ
一
般
的
に
左
の
如
く
規
定
し
て
居
る
。
創
ち
此
庭
に
用
ひ
ら
れ
る
意

味
に
於
て
は
、
過
程
と
は
時
の
進
行
中
に
於
け
る
、

一
の
輿
へ
ら
れ
た
る
論
理
的
主
憶
の
運
動
或
は
愛
更
或
は
愛
形
或
は
「
餐
特
」
或

は
進
化
の
何
れ
の
種
類
を
も
、
要
す
る
に
空
間
上
の
地
位
に
於
け
る
餐
化
で
あ
る
か
、
或
は
量
的
或
は
質
的
諸
方
面
の
費
更
で
あ
る
か

を
聞
は
や
べ
綿
て
何
れ
の
愛
化
を
も
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
れ
の
過
程
も
時
間
及
び
漣
績
を
含
み
、
時
間
範
蒔
か
ら
離
し
得
ら

れ
友
い
、
叉
夫
れ
た
〈
ぽ
考
み
ら
れ
と
も
の
で
あ
る
。
か
〈
て
何
れ
の
趨
程
も
「
よ
り
早
き
H
よ
り
晩
き
」
如
、
或
は
「
前
U

後
」



型
に
従
ふ
て
、
相
亙
に
接
合
す
る
諸
匝
分
或
は
諸
筒
に
分
ち
得
ら
れ
、
且
つ
他
の
諸
過
程
、
及
び
同
じ
別
一
或
は
範
鳴
に
従
ふ
て
分
ち

得
ら
れ
る
其
等
の
諸
過
程
の
諸
原
分
或
は
諸
節
と
、
同
時
性
の
範
鳴
に
従
ふ
て
結
び
附
け
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ソ
ロ
キ
ン
は
先
づ
右
の
如
〈
陀
過
程
の
慨
念
を
一
般
的
に
規
定
し
た
る
後
、
更
に
詳
し
〈
過
程
概
念
を
分
析
し
て
居
る
の
で
あ
る

が
、
共
の
論
や
ろ
慮
に
よ
る
止
、
何
れ
の
過
程
弘
買
賓
た
意
味
を
有
ず
ろ
矯
め
陀
は
、
間
夫
れ
の
車
位
、
郎
、
費
動
し
つ
h
h

あ
る
、

或
は
過
程
の
中
に
あ
る
論
理
的
主
閥
、
印
夫
れ
の
時
間
関
係
、
間
夫
れ
の
本
間
闘
係
、
削
夫
れ
の
方
向
等
に
於
て
、
精
確
に
決
定
さ

れ
友
M

り
れ
ば
な
ら
お
。

先
づ
過
程
の
単
位
或
は
論
到
的
主
酬
聞
に
就
て
考
へ
る
に
、
夫
れ
た
く
ば
何
れ
の
遇
税
、
仰
れ
の
動
的
批
態
も
観
察
し
斜
ち
れ
手
、

考
へ
符
ら
れ
十
、
記
述
さ
れ
相
押
な
い
。
そ
う
し
て
共
の
車
位
は
一
の
事
物
で
も
，
亦
一
定
の
動
酌
献
態
で
も
あ
り
得
る
u

何
れ
に

L

て
一
定
の
車
位
が
論
理
的
主
館
と
し
て
興
へ
ら
れ
で
居
左
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
更
に
共
の
草
位
は
過
程
の
中
に
あ
る
、
或
は
時
常
勤
す
る

の
で
あ
る
が
、
し
か
も
お
一
過
程
を
通
じ
て
、
自
己
の
同
一
性
を
国
持
し
て
居
る
I
E
考
へ
ら
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
。
何
れ
の
単
位
或
は
主
悌

も
、
夫
れ
の
同
一
性
を
保
持
す
る
限
り
存
在
し
、
ー
夫
れ
の
同
一
性
を
夫
左
へ
は
、
単
位
と
し
て
は
、
或
は
同
じ
論
理
的
主
開
と
し
て

は
、
直
に
存
在
し
な
〈
友
る
。
そ
う
し
て
共
の
揚
合
に
は
、
夫
れ
は
何
れ
の
過
程
或
は
何
れ
の
費
動
の
中
に
も
あ
る
こ
と
が
出
来
た

ぃ
。
是
れ
不
存
在
者
は
費
動
す
る
こ
と
も
、
不
礎
的
に
存
績
ず
る
乙
と
も
出
来
た
い
か
ら
で
あ
る
。
費
動
す
る
も
の
は
何
で
あ
ら
う

ム
」
も
、
只
餐
動
す
る
も
の
共
物
が
夫
れ
の
同
一
性
或
は
存
在
を
保
持
し
、
夫
れ
が
超
過
す
る
過
程
を
通
じ
て
同
一
で
あ
る
ム
」
認
め
ら

れ
る
限
り
、
吾
K
は
夫
れ
の
品
質
動
を
云
々
し
得
る
の
で
る
る
。
但
し
永
績
的
問
一
性
と
蛸
変
動
と
の
此
の
調
停
は
、

一
見
し
て
感
ぜ
ら

れ
る
程
不
論
理
的
た
も
の
で
な
い
。
若
し
費
動
の
車
位
A
が、

a
b
c
等
の
本
質
的
諸
要
素
と
、
夫
れ
に
附
け
加
は
る
非
本
質
的
左

枇
舎
的
文
化
的
費
動
の
形
式

第
四
十
六
巻

丹、

九

第

掠

四



枇
曾
的
文
化
的
費
動
の
形
式

第
四
十
六
巻

六4
O 

第
一
一
工
貌

四
四

他
の
諸
要
素
と
か
ら
成
立
し
て
居
る
と
す
れ
ば
、

a
b
c
等
の
本
質
的
諸
要
素
の
線
合
と
し
て
の
A
が
恒
定
的
で
あ
る
左
同
時
に

叉
、
非
本
質
的
諸
要
素
と
の
聞
係
に
於
て
、
費
動
の
過
程
中
に
あ
り
得
る
の
で
、
か
〈
て
A
は
夫
れ
の
同
一
性
佐
犬
左
は
守
し
て
鐙

動
し
得
る
と
云
ふ
事
費
を
基
礎
と
し
て
、
此
の
調
停
は
成
就
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
是
れ
が
邸
ち
吾
人
の
常
に
記
憶
し

て
居
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
、
不
愛
性
と
費
動
と
の
統
一
化
の
論
理
で
る
る
。

次
に
主
口
人
の
注
目
寸
可
き
は
、
存
在
に
針
立
す
る
何
れ
の
生
成
、
目
安
動
、
過
程
運
動
、
動
的
扶
態
も
時
間
を
合
ん
で
居
る
と
云
ふ
と

ム
」
で
る
る
J

此
の
第
二
の
視
定
た
〈
ば
泊
程
は
考
へ
ら
れ
る
こ
と
も
、
亦
記
池
さ
れ
る
と
と
も
出
来
た
い
。
時
間
は
一
の
過
程
の
始

め
及
ぴ
終
り
、
夫
れ
の
連
績
、
他
の
諸
過
程
と
の
闘
係
に
於
け
る
夫
れ
の
地
位
(
州
側
U
M
一
割
岬
付
先
し
)
、
夫
れ
の
蓮
度
、
夫
れ
の
方

向
(
附
枯
て
一
M
M
h
i
f
制
絞
れ
)
・
及
び
其
他
の
重
要
た
る
諸
特
性
を
明
示
す
る
矯
め
に
、
必
要
一
時
、
司
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
併

し
過
程
の
種
類
に
従
ふ
て
時
聞
の
種
類
が
異
た
っ
て
居
る
、
か
〈
て
物
開
運
動
を
記
惑
す
る
日
礼
遇
す
る
時
聞
は
、
枇
曾
的
支
化
的
慶

動
を
記
述
す
る
矯
め
に
は
、
屡
K

不
適
貨
で
あ
る
。
そ
う
し
て
夫
れ
が
矯
め
に
特
に
枇
曾
的
時
間
の
新
し
き
範
時
を
構
成
す
る
と
と

が
必
安
で
あ
る
。

以
上
時
間
陀
就
て
漣
べ
し
と
と
は
、
必
要
友
姥
更
を
加
へ
て
、
空
間
陀
も
適
用
さ
れ
る
。
何
れ
の
過
程
も
何
慮
か
で
、
叉
封
照
黙

ム
」
し
て
選
ば
れ
た
る
他
の
諸
過
程
及
び
諸
現
象
と
の
京
間
的
関
係
に
於
て
、
生
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
過
程
の
地
位
は

決
定
さ
れ
や
、
漠
然
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
併
し
此
庭
に
注
意
す
可
き
は
、
物
理
的
或
は
幾
何
単
一
南
港
聞
及
び
夫
れ
の
坐
標
系
、
印

ゆ
り
カ
撃
の
ヴ
ヱ
ク
ト
ル
は
、
物
館
の
昼
間
的
関
係
の
記
遁
に
は
よ
く
通
賞
し
て
居
る
が
、
併
し
心
理
的
枇
舎
的
諸
過
程
及
び
文
化
現

象
一
散
の
記
述
に
は
、
屡

f
全
然
不
遁
首
で
る
る
と
云
ふ
と
と
で
-
あ
る
。



多
〈
の
社
合
科
謀
者
は
宮
だ
比
の
事
を
よ
〈
意
識
せ
ず
、
今
品
同
ほ
文
化
過
程
の
地
供
決
定
の
怨
め
に
、
物
理
的
出
弔
問
指
標
系
を
用
ひ
て
居
る
。
そ
う

し
で
官
然
あ
る
可
き
如
〈
に
失
敗
し
て
滑
る
。
何
し
か

L

る
合
で
に
は
物
理
化
皐
的
諸
科
回
目
及
び
勲
接
的
力
接
的
知
性
が
、
大
に
勢
力
を
按
ふ
て
居
る

今
日
の
時
代
に
於
て
は
、
恕
せ
ら
る
可
き
黙
が
あ
る
。

か
く
て
賓
際
上
多
く
の
枇
合
的
文
化
的
現
象
を
充
蛍
的
に
記
述
す
さ
潟
め
に
は
、

五
口
々
は
特
異
な
坐
棋
系
を
倶
備
す
る
枇
曾
的
空

聞
の
特
殊
た
一
範
鳴
を
構
成
し
た
け
れ
ば
た
ら
左
い
の
で
あ
る
。

終
り
に
過
程
の
精
確
な
規
定
に
必
要
友
第
四
の
本
質
的
要
素
即
ち
方
向
は
、
憾
で
過
程
は
或
物
か
ら
或
物
へ
進
行
す
る
、
或
は
愛

動
l土

の
欣
態
か
ら
他
の
欣
態
へ
の
彬
行
を
前
{
止
す
る
と
一
五
ふ
事
寅
に
退
い
て
、

成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

何
れ
の
動
酌
欣
態
も

「
か
ら
日
へ
」

町
『
C
ロH
l
h
c

ワ
陀
土
手
て
玲
づ
呂
山
手

2
2哀
惜
官
耳
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民
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J
F
l

即
日

ヨ
2
2百
三
が
即
ち
温
程
の
方
向
で
あ
る
。
そ
う
し
て
過
程
の
方
向
は
種
々
様
々
で
あ
る
が
、
大
艦
上
時
間
的
方
向
、
家
間
的
方
向
、

量
的
方
向
、
及
び
質
的
方
向
の
四
部
類
に
区
別
し
得
ら
れ
る
。

今
週
古
か
ら
現
在
ま
で
と
か
、
中
世
紀
か
ら
器
械
時
代
ま
で
と
か
、
西
紀
前
二
千
五
百
年
か
ら
同
組
後
千
九
百
三
十
三
年
ま
で

k
か
、
午
前
六
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
と
か
云
ふ
言
述
の
中
に
は
、
時
間
方
向
が
合
ま
れ
て
居
る
。
但
し
此
の
時
間
方
向
は
「
か
ら
H
主
で
L
或
は
「
か
ら

t
へ
」
と
云
ふ
の
と

は
異
な
れ
る
言
葉
、
例
へ
ば
「
前
後
」
と
か
「
の
問
」
と
か
「
何
年
間
」
「
何
日
間
L

「
何
時
間
」
と
か
云
ふ
が
如
雪
百
棄
で
も
一
五
ひ
表
は

L
得
ら
れ
る
。
併
し

貨
際
上
此
等
の
言
葉
は
同
一
の
「
か
ら
U

へ
」
或
は
「
九
州
、
b
u
主
で
L

の
範
時
の
諸
方
面
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
宵
ほ
過
程
の

時
間
規
定
は
哉
と
も
屡
々
持
績
或
は
逮
捕
酬
の
形
式
に
於
て
表
ほ
さ
れ
る
。
多
〈
の
過
程
に
あ
り
で
は
、
夫
れ
は
何
代
問
、
何
年
問
、
何
時
間
、
何
秒
間
持

績
し
た
か
を
知
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
此
の
事
は
只
理
論
上
に
於
て
の
み
な
ら
ず
、
質
際
上
に
於
て
も
、
屡
々
甚
だ
肝
要
で
る
る
。
更
に
ニ
つ
或
は

夫
れ
以
上
白
過
程
の
比
較
的
持
績
を
知
る
こ
と
が
屡
々
必
要
で
あ
る
。
又
過
程
が
再
起
的
或
は
反
復
的
で
あ
る
場
合
に
は
、
者
々
は
再
起
或
は
反
復
の

刻
問
の
長
さ
に
就
て
色
々
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
其
の
長
さ
は
常
に
同
一
で
あ
る
か
、
又
は
公
式
化
し
得
ら
れ
る
規
則
に
従
ふ
て
場
減
ナ
る
品
、

又
は
全
〈
非
週
期
的
に
し
て
宅
も
規
律
性
を
有
し
な
い
か
等
々
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
時
間
方
向
の
他
の
穂
類
は
時
間
順
序
或
は
鱗
穂
順
序
で
あ
る
。

例
へ
ば
事
物
或
は
形
質
或
は
出
来
事
a
b
e
d
が
奥
へ
ら
れ
る
ナ
る
と
、
英
等
の
も
の
の
何
れ
が
設
初
に
起
り
、
何
れ
が
夫
れ
に
次
て
起

P
、
何
恥
が

枇
曾
的
文
化
的
舞
動
の
形
式

第
四
十
六
巻

九

第

競

四
Ii. 



社
曾
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化
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競

四
/、

最
後
に
起
る
か
。
つ
主
り
其
毎
回
も
の
の
時
間
に
於
げ
る
順
序
は
ど
う
で
あ
る
か
を
知
Z
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
以
上
越
ペ
し
が
如
き
形
式
宇
、
更
に

他
の
多
〈
の
形
式
に
於
て
、
掲
程
の
方
向
の
時
間
規
定
は
有
人
が
迎
論
的
目
的
の
怨
め
か
、
又
は
貸
際
的
目
的
の
岱
め
に
、
認
識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
最

と
も
重
要
な
も
の
の
一
で
あ
る
。
そ
う
し
て
総
て
此
等
の
時
間
規
定
は
時
間
方
向
の
箭
務
種
で
あ
る
。
筒
ほ
時
間
方
向
は
均
L

問
方
向
か
、
又
は
設
的
方

向
か
、
又
は
質
的
方
向
か
と
結
合
し
て
、
過
程
の
速
度
或
は
テ
シ
ポ
或
は
作
動
と
稀
せ
、
b

れ
る
虎
の
累
積
的
諸
方
向
の
一
系
列
、
或
は
結
合
さ
れ
た
る

汲
生
的
諸
方
向
の
一
系
列
を
産
出
す
る
の
で
あ
る
。

過
程
の
方
向
の
第
二
の
形
式
ほ
仙
沼
間
的
庁
向
で
あ
る
o
そ
う
し
て
夫
れ
は
純
幾
何
接
的
中
空
間
的
方
向
1r一
刷
合
的
性
問
に
於
け
る
方
向
も
と
に
分
た
れ
る
。

仰
し
制
A
M
目
的
寝
間
に
於
け
る
方
向
と
は
、

例
へ
ば
「
枇
入
管
的
梯
子
を
の
栄
+
川
ぼ
る
こ
と
」
ル
一
か
、

制
合
的
昇
抗
出
品
此
ぴ
落
下
と
か
、

一
札
合
的
捗
近
或
は
和
合

M
A

び
批
A
W
U

的
分
離
占
か
税
せ
ら
れ
る

t
の
に
於
て
川
日
ら
れ
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。

週
川
悦
内
庁
内
の
倍
一
山
内
形
式
は
品
川
的
力
向
で
め
る
。
ぬ
川
村
一
が
明
大
ず
る
'
と
か
減
少
す
る
止
か
、
相
川
ぜ
ず
に
航
行
す
る
と
か
、
又
は
生
長
し
明
話
す
る

に
と
か
、
減
退
す
る
と
か
一
百
は
れ
る
場
合
に
は
、
夫
れ
の
方
向
は
純
時
間
的
で
も
、
純
空
間
的
で
も
な
〈
、
一
円
特
異
な
も
の
、
あ
る
が
主

L

の
盟
校

の
量
的
措
型
化
を
表
示
す
る
も
の
に
し
て
、
か
〈
て
量
的
方
向
と
稽
せ
、
U
る
可
き
で
あ
る
。
そ
う
し
て
設
的
方
向
は
文
句
的
と
歌
字
的
と
に
分
た
れ
る
o

例
へ
ば
軍
に
或
物
が
帯
加
す
る
と
か
減
少
す
る
と
か
、
言
葉
の
上
で
一
耳
ひ
表
は
さ
れ
与
に
止
ま
る
坊
合
に
は
、
量
的
方
向
は
文
句
的
で
あ
る
が
、
之
れ

と
異
な
り
で
、
間
生
率
は
千
人
に
就
て
十
人
か
ら
九
人
に
減
少
す
る
と
か
、
自
殺
害
は
一
高
人
に
就
て
{
}
凶
か
ら
(
}
印
に
噌
加
す
る
と
E

五
は
れ
る
相
場
合
に

は
、
量
的
方
向
は
数
字
的
で
あ
る
の
で
あ
る
。

終
り
に
遁
程
の
方
向
の
第
四
の
形
式
は
質
的
方
向
で
あ
る
。
印
ち
過
程
の
方
向
は
一
の
質
的
献
態
か
ら
仙
の
質
的
批
態
へ
、
例
へ
ば
ゴ
チ
ク
建
築
式

か
ら
バ
ロ
ク
建
築
式
へ
、
或
は
自
由
粧
神
間
組
織
か
ら
統
制
純
情
組
織
へ
移
り
行
〈
と

E??山
志
昧
に
て
、
質
的
方
向
と
栂
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
o

か
L
る

方
向
は
心
到
的
一
枇
舎
的
及
び
文
化
的
現
象
が
取
扱
は
れ
る
場
合
に
は
、
持
一
だ
意
味
深
き
、
又
か
向
の
一
切
の
種
類
の
中
で
、
恐
ら
く
は
最
と
も
重
要
な

も
の
と
認
め
ら
る
可
き
で
あ
る
。
此
慮
に
Z
口
人
の
註
意
す
可
き
は
、
質
は
討
に
JM
一
冗
さ
れ
、
か
く
て
質
的
方
向
は
量
的
方
向
に
還
元
さ
れ
狩
る
と
-
X
ふ

へ
1
F
ん
に
よ
り
て
是
認
さ
れ
た
思
想
で
あ
る
。
此
の
思
想
は
今
日
も
何
ほ
汎
〈
行
は
れ
て
肘
る
が
、
併
し
汗
々
の
見
る
慮
に
よ
れ
ば
、
此
の
思
想
ぽ
本

質
的
に
は
基
礎
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
賓
が
量
の
言
葉
で
記
速
さ
れ
符
る
小
教
の
揚
令
に
於
で
さ
(
も
、
よ
く
往
志
し
て
吟
味
す
れ
ば
、
質
が
量
的
公

式
中
に
椿
入
し
て
居
る
こ
と
、
又
其
の
中
に
膝
脱
と
し
て
現
は
れ
て
ぼ
る
こ
と
が
、
強
凡
さ
れ
る
。
組
問
唱
に
於
て
赤
と
背
'
F
一
線
主
を
耕
別
し
符
な
い
様

な
人
々
に
持
し
て
は
、
其
等
の
色
に
夫
れ
夫
れ
相
肱
す
る
エ
ー
テ
ル
の
振
動
数
及
び
波
長
の
公
式
は
、
廿
作
目
喝
の
色
に
就
て
何
等
の
糊
念
を
も
興
へ
る
こ

と
が
問
来
な
い
。
心
珂
的
枇
合
的
賓
の
最
と
も
多
〈
の
も
の
に
於
て
は
、
苛
的
記
述
は
無
用
で
あ
っ
た
が
、
恐
ら
く
は
常
に
そ
う
で
あ
る
で
あ
ら
う
ロ



是
れ
一
部
分
は
比
等
の
質
は
量
的
測
定
の
草
伎
を
金
〈
有
せ
ず
、
又
一
部
分
は
祉
合
的
及
び
文
化
的
諸
科
曜
の
骨
組
品
を
な
す
某
本
的
背
範
曙
は
、
主

と
し
て
質
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
物
理
皐
の
空
間
及
び
時
間
と
は
異
な
っ
て
、
社
曾
的
空
間
、
枇
曾
的
時
間
及
び
其
の
他
の
枇
曾
的
範
曜
は

質
的
で
あ
る
ほ
ど
量
的
で
あ
る
も
の
で
な
い
。
そ
う
し
て
只
此
の
現
由
の
み
に
よ
り
て
も
、
祉
曾
科
壌
に
於
て
は
質
を
量
に
遊
一
冗
ナ
る
己
主
は
不
可
能

で
あ
る
の
で
あ
る
。
併
し
夫
れ
は
決
し
て
量
。
範
暢
は
、
枇
合
科
問
中
か
ら
排
除
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
と
一
耳
ふ
の
で
は
な
い
。
否
な
量
の
範
曙
は
さ
き

に
遺
ベ
し
虚
に
よ
り
て
明
か
に
皐
ば
れ
る
如
く
、
心
理
的
祉
舎
的
現
象
の
重
要
な
一
方
面
、
量
的
方
面
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
只
此
の
一
方

面
を
表
示
す
る
だ
け
に
止
ま
る
可
き
も
の
、
決
し
て
他
の
諸
方
面
を
、
殊
に
質
的
方
面
を
吸
牧
ナ
可
き
も
の
で
な
い
。

向
ほ
此
市
出
に
方
向
に
閥
し
て
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
一

の
事
賓
が
あ
る
。
夫
れ
は
万
向
の
「
向
き
」
自
己
耳
目
で
あ
る
。
A
7
力
墜
に
於

て
は
ヴ
エ
タ
ト
ル
の
三
つ
の
空
間
的
方
向
の
各
々
は
、
二
つ
の
「
向
き
L
-乞
有
っ
て
居
る
。
例
へ
ば
下
の

闘
K
於
て
は
、

0
か
ら
B
へ
及
び

B
か
ら
O
へ
の
こ
つ
の
向
き
、

O
か
ら
A
へ
及
び
A
か
ら

O
へ
の
ご

つ
の
向
き
、

O
か
ら
C
へ
及
び

C
か
ら

O
へ
の
二
つ
の
向
き
が
、
夫
れ
夫
れ
存
立
す
る
の
で
あ
る
。

れ
ば
枇
合
的
文
化
的
過
程
の
四
つ
の
基
本
的
方
向
の
各
々
も
亦
、
種
々
左
向
き
を
有
し
得
る
の
で
あ
る
。 さ

B C 
ノ

|/  

t一一一一一→A

空
閣
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ

r草
純
な
も
の
で
あ
る
。
社
合
的
空
間
ぽ
只
三
次
J

一
克
を
有
す
け
る
だ
け
で
な
〈
、
唱
曜
か
に
多
〈
の
次
元
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
o
-

力
壌
の
夫
れ
よ
り
も
無
限
に
複
雑
で
る
る
が
故
に
.
(
一
一
札
清
一
訪
問
哨
納
町
お
い
け
即
位
附

出
蝿
で
枇
命
日
的
現
象
の
ヴ
ヱ
ク
ト
ル
系
は
、

共
の
諸
方
向
の
各
々
は
只
二
つ
の
向
き
を
有
す
る
だ
け
で
た

く
、
遥
か
に
多
く
の
向
き
を
布
す
る
。
殊
に
質
的
方
向
は
そ
ろ
で
あ
る
。
質
的
方
向
は
可
能
的
に
は
、
不
可
還
一
花
的
危
種
身
左
質
の

教
の
あ
る
だ
け
の
向
き
の
数
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
又
量
的
方
向
は
増
加
、
減
少
及
び
恒
定
の
三
主
要
「
向
き
」
を
有
す
る
。
更
に
種

々
な
る
方
向
の
ご
っ
或
は
夫
れ
以
上
の
向
き
は
、
相
結
合
し
て
累
積
的
向
き
を
産
出
し
得
る
。
そ
う
し
て
此
等
の
混
合
的
或
は
累
積

的
向
き
の
数
及
び
穫
斜
は
可
能
的
に
は
無
限
で
あ
る
。
併
し
共
等
の
も
の
の
主
要
形
式
は
、

世
島
田
的
文
化
的
舞
勤
の
形
式

えd

五
口
々
が
取
扱
ひ
得
る
ほ
ど
の
数
に
活
必

E司
七

t
p
四
十
六
巻

第
=
(
擁
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し
得
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
此
の
之
と
は
、
何
故
比
一
枇
曾
的
文
化
的
字
市
が
、
カ
撃
の
物
相
判
的
学
内
と
は
比
較
に
友
ら
ね
ほ
ど
複
怖
で

あ
る
か
を
説
明
す
る
。
向
ほ
此
の
栓
雑
性
は
只
量
的
で
お
る
だ
け
で
は
宏
〈
、
殊
に
質
的
で
あ
る
の
で
あ
る
。

ソ
ロ
キ
ン
は
以
上
述
べ
来
れ
る
が
如
く
に
、
先
づ
過
程
一
般
の
概
念
・
及
び
夫
れ
に
従
ふ
て
祉
合
的
文
化
的
過
程
の
概
念
を
、
精

確
に
規
定
し
土
う
と
企
だ
て
h
居
る
の
で
あ
る
が
、

中
叫
に
彼
は
過
程
の
皐
狽
性
或
は
唯
一
件
或
は
一
度
性

(ロロ一吉
8
0信
)
及
ぴ
再

起
性
或
は
同
腕
性
或
は
反
復
性
{
国
河
口
同

EM門
巾
)
の
諸
形
式
及
び
度
合
を
論
究
し
て
居
る
。

間
過
程
の
軍
調
性
或
は
一
度
性
及
び
再
起
性
或
は
反
復
性
の
も
ろ
/
¥
の

形
式
及
び
度
合
H

祉
曾
的
文
化
的
諾
過
程
の
単
調
性
と
反
復
性

ソ
ロ
キ
ン
の
論
や
る
庭
に
よ
る
と
、
今
吾
々
は

a
b
c
等
の
諸
特
性
を
共
有
す
る
一
の
過
程
或
は
現
象
A
を
見
出
す
が
、
併
し
如

何
に
精
し
〈
探
求
す
る
も
、
同
じ

a
b
c
等
の
諸
特
性
を
具
有
し
、

か
く
て
A
と
同
一
で
あ
る
他
の
何
れ
の
遇
程
或
は
現
象
を
も
、

何
れ
の
揚
所
、
何
れ
の
時
に
於
て
も
見
出
さ
友
い
た
ら
ぽ
、
共
の
過
程
或
は
現
象
A
は
皐
濁
的
、

一
度
的
で
あ
る
と
論
結
し
て
よ
い

と
忠
ふ
。
之
れ
と
異
た
り
て
、
五
口
K

の
探
求
が
同
じ

a
b
c
等
の
諸
特
性
を
具
有
し
、
か
〈
て
A
と
同
一
で
あ
る
他
の
遁
程
或
は
現

象
B
b
t
見
出
す
な
ら
ば
、

A
は
単
調
的
一
度
的
で
泣
い
。
夫
れ
は
B
に
於
て
再
現
し
て
居
る
、
か
ぐ
て
反
復
さ
れ
て
居
る
、
或
は
再

起
的
で
る
る
。
さ
れ
ば
総
て
の
現
象
或
は
過
程
は
皐
猪
的
一
度
的
で
る
る
か
、
又
は
再
起
的
反
復
的
で
る
る
か
で
あ
る
。
併
し
過
程

の
堅
調
性
或
は
再
起
性
は
種
k

相
異
た
れ
る
形
式
及
び
度
合
を
有
し
得
る
。
そ
れ
で
此
底
に
翠
調
的
及
び
再
起
的
諸
過
程
の
主
要
た

諸
形
式
を
、

さ
き
に
漣
ぺ
し
過
程
の
精
密
友
規
定
に
準
じ
て
考
察
す
る
と
、
大
鰹
上
左
の
如
き
四
種
に
分
た
れ
る
。

A
、
絶
封
的
軍
狽
的
過
程

只
一
白
皐
濁
的
側
世
に
於
て
の
み
起

p
、
そ
う
し

て
時
間
及
び
空
間
に
於
て
全
然
反
復
さ
れ
な
い
。



B
、
只
時
聞
に
於
て
の
み
再
起
的
反
復
的
な
る
過
程

只
一
の
草
濁
的
車
位
に
於
て
の
晶
起
る
と
し
て
、

併
し
其
の
軍
牧
に
於
て
反
復
し
て
起
る
が
故
に
、

空
間
に
於
て
は
草
濁
的
で
あ
る
が
、

時
聞
に
於
て
は
再
起
的
反
復
的
で

あ
る
。

c、
只
布
告
聞
に
於
て
の
み
再
起
的
反
復
的
在
る
過
程

本
質
的
に
相
互
に
類
同
的
で
あ
る
こ
っ
或
は
夫
れ
以
上
の
詩
草
位
の
各
々
に
於
て
、
各

々

の

生

活

時

間

中

只

一

度

し

か

起

ら

な

い

過

程

、

的

存

在

に

於

て
は
車
濁
的
で
あ
る
が
、
併
し
祉
舎
的
空
間
部

ち
他
の
類
同
的
詩
草
位
に
於
て
は
反
復
さ
れ
る
。

D
、
時
間
及
び
空
間
に
於
て
共
に
再
起
的
反
復
的
な
る
過
程

今
何
れ
の
過
程
或
は
現
象
も
、
夫
れ
が
再
起
的
反
復
的
で
あ
る
か
、

又
は
単
組
側
的
一
度
的
で
あ
る
か
は
、
定
義
上
か
ら
見
て
、
夫

れ
が
他
の
現
袋
戎
は
過
程
に
似
て
去
る
や
否
ゃ
に
よ
り
て
定
ま
る
h

円
で
あ
る
。
そ
う
し
て
論
理
的
に
は
同
一
壮
の
概
念
は
絶
針
的
で

る
る
が
、
経
験
的
に
は
夫
れ
は
相
封
的
に
し
て
度
合
の
差
異
を
有
す
る
。

か
く
て
二
つ
の
過
程
或
は
現
象
が
一
切
の
諸
特
性
に
於
て

会
〈
同
様
で
あ
る
左
ら
ば
、

共
の
場
合
に
於
け
る
雨
者
の
同
一
性
は
完
全
で
あ
る
が
、
此
の
完
全
同
一
性
の
欺
態
か
ら
し
て
、
同
一

性
遁
減
の
も
る
/
¥
の
度
合
を
通
じ
て
、
問
者
の
完
全
た
る
不
同
悦
の
欣
態
に
到
達
さ
れ
る
。

〉

皆

お

H
d

出
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H

・
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h
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3

F
ヤ
回
目

こ
っ
或
は
夫
れ
以
上
の
過
程
或
は
現
象
が
同
一
的
で
あ
る
か
、
類
同
的
で
あ
る
か
、
不
同
的
で
あ
る
か
は
、
先
づ
第

一
に
其
等
の
過
程
或
は
現
象
の
同
一
的
又
は
不
肉
的
で
あ
る
特
性
の
教
に
よ
り
て
定
宮
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
要
す
る
に
他
の
傑
件
が
嬰
ら
な
い

右
の
圏
表
に
よ
り
て
見
れ
ば
、

と
す
る
と
、
同
一
的
特
性
の
敷
が
大
に
し
て
、
不
問
的
特
性
自
教
が
小
な
る
ほ

r、
其
等
の
謁
程
或
は
現
象
は
ま
す
/
¥
同
一
性
に
近
づ
空
、

活
の
揚

世
舎
的
文
化
的
錘
勤
の
形
式

第
凶
十
六
巻

三
九
五

第
三
説

四
九



枇
曾
的
文
化
的
臨
時
勤
の
形
式

第
四
十
六
巻

九
プて

第

銃

五
O 

合
に
は
逝
で
あ
る
。
併
し
同
一
的
及
び
不
同
的
特
性
の
致
が
憾
で

γ
あ
る
の
で
な
い
。
虫
干
ろ
其
等
の
過
程
或
は
現
象
の
特
質
化
に
劃
す
る
特
性
の
本
質

性
或
は
意
義
が
一
層
重
要
で
あ
る
。
経
験
的
現
貨
態
に
あ
り
で
は
、
殆
ん
ど
総
て
の
過
程
或
は
現
象
は
本
質
的
諸
特
性
と
共
に
非
本
質
的
偶
然
的
情
特

性
を
併
有
し
て
居
る
。
そ
う
し
て
こ
っ
或
は
央
れ
以
上
の
過
符
或
は
現
象
の
伺
一
性
或
は
類
同
性
に
劃
し
て
は
、
本
質
的
諸
特
性
が
同
一
的
又
は
如
肉

的
で
あ
る
こ
と
が
、
殊
に
必
要
で
あ
る
の
で
あ
る
。
但
し
本
質
的
議
特
性
と
は
論
調
的
又
は
凶
某
的
に
、
或
は
一
府
治
切
に
一
五
へ
ば
論
理
的
及
び
因
果

的
に
現
象
と
不
可
離
的
で
あ
り
、
夫
れ
な
〈
は
現
象
が
あ
る
鹿
の
も
の
で
は
な
く
な
る
様
な
諸
特
性
を
一
再
ふ
の
で
あ
る
。
併
し
只
論
理
的
パ
の
み
本
質

的
諸
特
性
を
見
定
め
る
こ
と
は
屡
々
不
可
能
で
あ
る
。
か
く
て
+
た
れ
が
矯
め
に
は
注
意
深
い
料
験
的
翻
一
会
を
、
統
計
的
、
質
験
的
、
臨
床
的
、
艇
史
的

等
山
一
切
の
諸
形
式
に
於
て
巧
み
に
混
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う
し
て
諭
到
的
に
、
凶
果
的
に
、
又
は
他
の
経
験
的
必
然
性
に
よ
り
て
・
比

較
さ
れ
る
諸
過
程
或
は
諸
現
象
に
、
本
質
的
で
み
る
と
総
的
、
b
れ
る
同
一
的
諮
特
性
の
較
が
大
な
る
ほ

r、
X
不
問
な
る
本
質
的
詩
特
性
の
数
が
小
な

る
ほ

r、
民
等
の
過
程
或
は
域
内
訟
が
従
ん
べ
筏
況
的
な
日
川
一
日
刊
を
心
引
す
む
の
で
め
由
。
州
問
し
恥
脳
的
制

FK躍
に
於
て
川
円
々
の
取
扱
ふ
訪
山
岨
税
或
は
訪
現
象

が
完
全
に
同
一
的
で
あ
る
場
合
も
、
亦
完
全
に
不
肉
的
で
あ
る
相
場
合
も
、
何
れ
も
甚
だ
稀
れ
で
あ
る
。
此
3
4
の
耐
根
は
山
苧
ろ
概
念
的
品
開
限
で
あ
る
。
山
中

質
上
で
は
通
常
吾
々
は
よ
り
大
な
る

X
は
よ
り
小
な
る
類
向
性
或
は
不
向
性
を
現
は
す
現
象
を
一
恥
扱
ふ
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
一
定
の
諾
過
程
或
は
諸

現
象
が
、
夫
れ
の
本
質
的
諸
特
性
白
紙
て
又
は
大
多
数
に
於
て
類
同
的
で
あ
る
限
り
、
夫
れ
は
同
様
な
も
の
で
あ
っ
て
、
反
復
さ
れ
て
居
る
と
認
め
ら

れ
、
之
に
反
し
て
何
れ
の
類
同
的
な
本
質
的
特
性
を
も
有
し
な
い
時
に
は
、
類
同
的
で
あ
る
と
は
、
随
ふ
て
再
起
的
反
復
的
で
る
る
と
は
認
め
ら
れ
得

な
い
。
そ
う
し
て
此
等
の
雨
級
限
白
問
に
、
類
向
性
及
び
不
向
性
の
種
々
な
る
度
合
の
存
立
す
る
大
な
る
品
開
地
が
あ
る
の
で
あ
る
。

ソ
ロ
キ
ン
は
以
上
遁
ペ
し
如
〈
に
、
過
程
の
翠
街
性
或
は
一
度
性
及
び
再
起
性
或
は
反
復
性
の
も
ろ
/
¥
の
形
式
及
び
度
合
に
就

て、

一
般
的
に
論
述
し
た
る
後
、
特
に
粧
舎
的
文
化
的
過
程
の
皐
調
性
及
び
反
復
惟
を
論
究
し
て
居
る
の
で
る
る
が
、
彼
は
先
づ
枇

舎
的
文
化
的
過
程
は
草
濁
的
一
度
的
で
あ
る
か
、

又
は
再
起
的
反
復
的
で
あ
る
か
と
云
ふ
問
題
を
論
究
し
て
居
る
。
そ
う
し
て
彼
の

論
述
す
る
庭
に
よ
る
と
、
枇
合
的
文
化
的
過
程
は
軍
猪
的
一
度
的
で
あ
る
か
、
叉
は
祥
起
的
反
複
的
で
あ
る
か
と
云
ふ
問
題
は
、
今
日

枇
曾
的
文
化
的
諸
科
事
問
に
於
て
、
犬
な
る
勢
力
を
振
ふ
て
居
る
庭
の
、
枇
舎
的
文
化
的
及
び
歴
史
的
過
程
の
皐
調
主
義
的
或
は
一

度
主
義
的
思
想

F
O
E
-円
Z
B
E
2主
D
D

剖
ち
歴
史
は
決
し
て
繰
り
返
さ
や
、
常
に
新
し
き
或
物
に
し
て
、
空
聞
に
於
て
も
、
時



聞
に
於
て
も
相
互
に
類
肉
的
で
あ
る
と
云
ふ
様
な
、
二
つ
の
枇
合
的
文
化
的
事
物
、
債
値
、
部
類
、
事
件
は
決
し
て
存
在
し
な
い
と

云
ふ
思
想
に
針
し
て
は
、
軍
要
注
一
問
題
で
あ
る
。
今
か
L
る
草
相
側
主
義
的
思
想
の
中
に
或
買
理
が
務
却
さ
れ
て
居
る
こ
と
は
疑
は

れ
・
な
い
。
枇
合
的
文
化
的
及
び
歴
史
的
諸
過
程
に
於
て
は
、
反
復
さ
れ
友
い
、
車
術
的
危
諸
方
面
が
存
在
し
・
か
く
て
多
〈
の
車
猫

的
諸
特
併
は
、
確
か
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
共
等
の
諸
過
程
の
草
術
的
非
反
復
的
諸
特
性
を
特
有
の
封
象
と
し
て
之
を

研
究
す
る
の
が
、
印
ち
一
切
の
枇
合
的
文
化
的
歴
史
料
製
の
任
務
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
に
於
て
は
‘
方
法
論
上
之
れ
に
謝
し
て
異
議

を
回
押
む
珂
由
は
宅
も
存
在
し
な
い
。
併
し
共
等
の
雁
皮
利
息
に
於
て
車
猫
主
義
的
な
揚
h
f
h

主
張
す
る
人
K

は
、
多
〈
は
枇
合
的
文
化

的
及
び
歴
史
的
諸
過
程
の
再
祖
性
、
反
ん
は
性
を
全
ぐ
否
定
し
て
居
る
。
マ
マ
つ
し
て
共
の
黙
に
於
て
彼
等
は
大
に
謬
つ
て
は
柏
る
の
で
あ

る
“
確
か
比
例
れ
の
似
合
的
女
化
酎
及
び
歴
史
的
過
料
或
は
現
象
も
司
翠
術
的
方
面
或
は
特
性
を
且
(
右
し
て
居
る
。
併
し
央
れ
と
同

時
に
又
再
起
的
反
復
的
方
面
或
は
特
性
を
も
併
有
し
て
居
る
。
か
く
て
一
の
意
味
に
於
て
は
、
枇
合
的
文
化
的
生
活
及
び
歴
史
は
決

し
て
反
復
し
な
い
、
単
調
的
一
度
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
夫
れ
と
同
時
に
他
の
意
味
に
於
て
は
、
或
範
固
ま
で
は
常
に
反
復
す

る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
枇
舎
的
文
化
的
過
程
或
は
現
象
の
皐
術
的
方
面
或
は
特
性
の
研
究
が
、
科
事
的
に

E
営
で
-
あ
る
の
と
全
〈

同
等
に
、
夫
れ
の
反
復
的
方
面
或
は
特
性
の
研
究
も
、
科
事
的
に
疋
首
で
あ
る
。
前
者
の
研
究
に
力
を
集
注
す
る
何
れ
の
科
事
と
も

会
一
〈
同
等
の
権
利
を
以
て
、
後
者
の
研
究
に
専
ら
力
を
注
ぐ
科
事
が
成
立
し
得
る
、
否
友
成
立
せ
ね
ば
友
ら
な
い
の
マ
あ
る
。
然
ら

ぽ
枇
舎
的
文
化
的
諸
過
程
の
再
起
性
或
は
反
復
性
の
諸
特
質
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。

(3) 

粧
台
的
文
化
的
諸
過
程
の
句
切
り
及
び
脈
動
宮
口

2
5
z
s

mwE牛
目
以
ロ

-humwzc=・

世
A

耳
目
的
文
化
的
費
動
の
形
式

第
四
十
六
巻

三
九
七

第

披

五



一
世
曾
的
文
化
的
慶
動
の
形
式

停
四
十
六
巻

九
A 

第

量主

五

今
若
し
奥
へ
ら
れ
た
る
過
程
の
単
位
及
び
一
切
の
方
向
が
、
夫
れ
の
存
在
争
通
じ
て
援
ら
や
に
存
縮
刷
す
る
司
な
ら
ば
、
夫
れ
は
如
何

な
る
「
伺
切
り
」
も
、
「
間
嶋
」
も
、
-
調
子
」
も
、
「
位
相
」
或
は
「
階
段
」
も
、
「
連
環
」
も
、
「
拍
節
」
も
、
「
倖
動
」
も
全
〈
右
し
た
い

で
あ
ら
う
。
夫
れ
の
諸
方
向
が
総
て
の
「
向
き
」
に
於
て
務
ら
左
い
と
云
ふ
こ
止
は
、
本
来
夫
れ
の
一
部
分
を
他
の
部
分
か
ら
匹
別
す

る
何
等
の
伺
切
り
或
は
ム
ロ
ひ
聞
も
存
在
し
友
い
と
と
を
意
味
し
て
居
る
。
か
L
る
過
程
は
、
夫
れ
の
存
在
を
通
じ
て
絶
へ
や
、
又
何

等
の
嬢
化
も
な
し
に
、
績
い
て
行
〈
融
市
議
、
又
は
北
パ
の
全
長
を
通
じ
て
絶
針
的
に
一
様
的
に
し
て
、
全
〈
毘
介
さ
れ
な
い
一
直
線
に

比
し
得
ら
れ
る
。

さ
れ
ば
何
れ
の
過
程
に
於
て
も
、
良
寛
友
る
句
切
り
或
は
脈
動
が
存
立
す
る
矯
め
に
は
、
比
べ
の
過
程
の
何
れ
か
の

方
向
に
於
て
、
又
夫
れ
の
何
れ
か
の
向
き
に
於
て
、
輯
変
動
の
行
は
れ
る
こ
と
が
必
事
一
で
あ
る
。
要
す
る
に
過
程
の
何
れ
の
伺
切
り
も
.

常
に
夫
れ
の
諸
方
向
の
、
又
其
等
の
諸
方
向
の
も
ろ
/
¥
の
向
き
の
、

一
又
は
幾
多
に
於
け
る
時
変
動
の
結
果
で
あ
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
例
へ
ば
時
間
的
方
向
が
、
夫
れ
の
も
ろ
一
/
t
k
の
向
き
に
於
で
恒
定
不
愛
で
る
る
た
ら
ば
、
如
何
友
る
時
間
的
何
切
り
も
、

律
動
や
テ
ン
ポ
の
緩
化
も
不
可
能
で
あ
る
。
併
し
時
間
的
方
向
が
掛
変
動
す
る
や
否
や
、
過
程
は
直
ち
に
経
験
的
に
存
在
す
る
幾
多
の

連
環
ゃ
、
位
相
或
は
階
段
ゃ
、
調
子
ゃ
、
律
動
に
分
た
れ
る
。
同
様
に
量
的
方
向
が
何
等
か
の
鼎
変
動
を
一
不
す
や
否
や
.
過
程
は
句
切

り
さ
れ
た
る
諸
部
分
に
分
た
れ
る
。
叉
過
程
の
質
的
方
向
が
愛
動
す
る
時
も
、
夫
れ
は
幾
何
か
の
階
段
或
は
位
相
或
は
部
分
に
分
た

れ
る
。
そ
う
し
て
線
て
か
L
る
揚
合
に
於
て
は
、
何
切
り
は
人
偽
的
に
外
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
る
の
で
は
友
く
、
過
程
其
物
の
中
に

存
在
し
て
居
る
の
で
、
夫
れ
が
正
営
に
了
解
さ
れ
る
時
に
は
、
共
の
過
程
の
貫
賓
友
脈
動
を
充
分
に
表
示
す
る
の
で
あ
る
。

今
右
に
設
述
せ
る
原
理
か
ら
し
て
、
も
ろ
/
¥
の
祉
合
科
事
に
於
け
る
多
く
の
重
要
注
問
題
に
射
し
て
、
重
要
在
意
義
を
有
す
る

左
の
如
き
諾
結
論
の
一
系
列
が
引
き
出
さ
れ
る
。



興
へ
ら
れ
た
る
方
向
に
於
け
る
一
白
過
程
の
費
動
が
鈍
い
ほ
ど
、

此
の
方
向
に
閲
す
る
限
り
、
其
の
過
程
の
措
置
化
は
盆
々
大
で
あ
る
。

A
 
E

他
の
詩
傑
件
が
舞
ら
な
い
と
す
る
と
、

も
、
一
一
府
著
し
く
過
程
を
句
切
り
す
る
。

二
つ
の
方
向
に
於
け
る
同
時
的
費
動
は
、

之
等
の
方
向
の
只
何
れ
か
の
一
に
於
け
る
同
等
の
費
動
よ

P

宥
の

A
及
び
B
の
二
命
題
か
ら
し
て
、

/
¥
内
向
告
の
教
が
大

η
る
ほ
ど
、

c. 

左
の
加
さ
結
論
が
引
き
出
さ
れ
る
。
印
ち
同
時
的
措
型
動
が
起
る
一
の
沼
町
慌
の
諸
方
向
及
び
夫
れ
の
も
ろ

叉
其
等
め
も
ろ
/
¥
の
方
向
及
び
向
き
の
各
々
に
於
げ
る
境
到
が
深
い
ほ

E
、
或
は
鋭
い
ほ

E
、
其
の
泡
程
が
受

け
る
建
化
は
愈
々
大
に
し
て
、

H
つ
其
の
抽
出
化
は
材
班
々
非
易
に
洞
察
さ
れ
、

了
解
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

ぞ
う
し
て
此
等
の

A
、
B
、
C
三
命
題
の
本
質

的
意
味
は
左
の
如
〈
に
公
式
化
し
得
ら
れ
る
。
印
ち
興
へ
ら
れ
た
る
滞
一
程
の
各
々
の
勾
切
り
の
深
さ
、
大
古
及
び
銑
さ
は
、

其
の
過
程
の
同
時
的
に
費

動
ず
る
方
向
の
致
、

及
び
其
等
の
方
向
の
各
々
に
於
円
る
費
動
の
鏡
さ
に

E
比
例
す
る
の
で
あ
る
。

111. 
{i';: D， 
J毒
物
Uつ

簿
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費
劫
す
る
方
向
夜〉

殴

過
程
が
行
は
れ
る
草
伎
が
最
早
同
一
化
さ
れ
な
く
な
る
時
に
は
、
其
の
過
程
は
終
っ
た
と
見
倣
さ
る
可
き
で
あ
る
。

か
〈
て
運
劫
が
一
行
は
れ
る

相
昨
叫
肱
川
作
帆
州
刊
J
W

刊
は
階
段
か
り
、
吋
刻
、
昨
紀
、
時
代
.
紀
M

帯
主
で
円
も
ろ
/
¥
の
何
切
り
の
長
い
一
系
列

ヤ
一
、
総
て
の
方
向
に
於
て
行
は
れ
た
る
根
本
的
援
化
が
、
逢
に
過
程
の
絡
り
を
表
示
す
る
に
至
る
ま
で
)
を
保
有
す
る
の
で
あ
る
。

及
び
其
等
の
方
舟
の
各
々
に
於
げ
る
簿
劫
の
銑
さ
等
に
従
山
て
、
過
程
は
最

4
も
表
間
的
な
挺
動
、

(
軍
作
い
が
最
早
同
一
化
さ
れ
得
な
〈
な
る
ま

侭
し
過
程
の
始
め
と
終
り
は
最
大
最
後
の
句
切
り
で
あ
る
か
、
b
、
此
島
に
夫
れ
に
就
て
何
ほ
少
し
く
遮
べ
て
置
〈
が
、
過
穏
巾
に
あ
る
車
伎
が
同
一

化
し
得
ら
れ
る
限
り
、

過
程
は
夫
れ
の
諸
方
向
に
於
け
る
一
切
の
費
動
に
拘
ら
ず
、

存
十
代
を
続
け
て
行
〈
。

そ
う
し
て
其
の
草
伎
が
最
早
同
一
化
さ
れ

な
く
な
る
宮
で
醐
出
動
す
る
時
に
は
其
の
週
程
は
終
っ
た
の
で
あ
る
。
車
伎
の
同
一
化
が
不
可
能
と
な
る
瞬
間
は
、
過
程
の
絡
は
る
瞬
間
で
あ
る
。

そ
う

L
て
菩
々
の
知
識
の
及
ぷ
限
り
、

以
前
に
存
在
せ
ざ
り
し
新
し
き
草
伎
の
獲
現
を
見
る
瞬
間
に
、
耳
口
々
は
新
し
き
過
程
が
仏
明
書
る
と
見
る
の
で
あ
る
。

何
ほ
此
底
に
草
伎
の
諸
種
類
及
び
過
程
の
持
績
に
就
て
注
意
す
可
奇
駄
が
あ
る
。

て、

此
の
黙
は
践
に
ア
リ
ス
ト

1
テ
レ
ス
が
注
目
し
て
居
た
も
の
に
し

彼
は
或
循
域
的
再
起
或
は
反
復
に
於
で
は
、

同
一
の
単
位
其
物
が
繰
り
返
さ
れ
て
居
る
が
、

他
の
循
端
的
再
起
或
は
反
復
に
あ
り
て
は
只
種

∞唱。
2
0
u

の
み
が
(
同
種
の
様
々
な
死
滅
す
る
例
慨
に
よ
り
て
代
表
さ
れ
て
居
る
と
し
て
)

繰
り
一
巡
さ
れ
て
居
る
EF--Z
ふ
て
居
る
。

そ
う
し
て
今
此
の
原

理
を
菩
々
の
場
合
に
適
用
す
る
と
、
正
月
々
は
草
山
刊
が
愚

(
n
g
d
m
)
、
稀
(
1
円
高
内
一
m
m
)
、
又
は
班
樋

(
U
M
F
r
刷
出
一
己
虫
)

で
あ
る
虎
の
有
限
的
な
再
起
或
は
反
復

の
過
程
か
ら
、

其
の
周
、
相
側
、

叉
は
涯
相
慢
の
例
慣
が
翠
伎
で
あ
る
遺
の
有
限
的
な
再
起
或
は
反
へ
復
の
過
程
を
、
区
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
又
局
、

稀
又
は
亜
種
が
夫
れ
夫
れ
草
伏
で
あ
る
虚
の
再
起
或
は
反
復
の
遇
但
を
、

夫
れ
夫
れ
区
別
し
て
考
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

か
〈
て
寄
々
は
過
程
の
始

め
と
移
り
に
就
て
、

泡
程
を
左
の
如
き
問
部
類
に
直
別
す
る
こ
主
が
川
来
る
。

祉
舎
的
文
化
的
費
動
の
形
式

第
四
十
六
巻

プじ
:fu 

告存

続

五



世
合
的
文
化
的
費
動
の
形
式

第
四
十
六
巻

四

0
0

第

競

主E
四

第
一
部
類
H
車
伎
が
同
ピ
佃
慣
或
は
個
人
で
あ
る
庭
白
、
再
起
或
は
反
復
白
一
系
列
の
始
め
と
終
り
、

第
二
部
類
U
車
牧
が
も
ろ

f
¥
の
網
憐
或
は
例
入
品
、
b
成
立
す
る
亜
種
で
あ
る
慮
白
、
再
起
或
は
反
復
の
一
系
列
の
始
め
と
終
り
、

第
三
部
類
U

軍
伎
が
幾
多
の
亜
種
か
ら
成
立
十
る
将
で
あ
る
虎
の
、
再
起
或
は
反
復
の
一
系
列
の
始
め
と
終
り
、

t
F
凶
部
類
U
草
伎
が
幾
多
の
種
か
ら
成
立
す
る
間
閣
で
あ
る
庭
的
、
再
起
或
は
反
復
の
一
系
列
の
始
め
と
終

m
、

但
し
分
類
の
性
質
に
従
ふ

τ
、
部
類
の
較
は
右
の
四
者
よ
り
も
少
〈
な
い
こ
と
も
亦
多
い
と
ル
一
も
あ
り
得
る
が
、
何
れ
に
し
て
吾
人
は
第
一
部
類
白

過
程
か
ら
第
一
一
、
第
三
、
第
問
乱
干
の
務
部
知
の
週
位
、
移
る
に
つ
れ
て
、
一
般
に
過
程
の
持
制
州
市
引
は
持
続
期
間
は
-
組
織
的
に
棺
大
す
る
の
で
あ
る
o

か

〈
て
研
先
者
は
毎
時
、
自
分
は
持
献
の
如
何
な
る
粍
如
、
か
く
て
再
起
或
は
反
復
の
蜘
何
な
る
稀
類
を
玩
扱
ふ
て
居
る
か
を
、
即
ち
個
人
或
は
倒
閣
が

単
位
で
あ
る
い
胞
の
、
或
は
斑
積
が
、
山
崎
は
税
が
、
或
は
副
叫
が
問
中
伎
で
あ
る
虎
む
、
地
程
め
持
織
及
び
再
起
或
は
反
復
を
取
扱
ふ
て
居
る
か
を
、
明
恥
に

芯
識
し
て
回
る
と
と
が
肝
要
で
あ
φ

。
週
内
吊
何
閉
式
は
倒
人
に
於
亡
行
は
れ
る
河
加
地
球
は
反
復
心
、
以
内
例
制
或
は
例
入
が
脱
す
る
庭
的
国
科
、
都
及

び
院
に
於
て
行
は
れ
る
再
起
或
は
反
復
の
中
に
合
ま
れ
て
唐
が
、
併
し
各
部
剰
の
再
起
或
は
反
復
は
共
の
部
期
中
の
従
属
的
諸
都
知
の
過
程
の
中
宇
、

最
小
車
紋
た
る
例
悌
或
は
側
人
の
過
程
の
中
に
必
ず
し
も
現
存
し
て
居
る
の
で
は
な
い
。

一
青
々
は
過
程
の
諸
要
素
、
夫
れ
が
行
は
れ
る
単
位
、
及
び
失
れ
が
と
る
諸
方
向
等
を
論
理
的
に
展

開
す
る
と
と
に
よ
り
て
、
遇
税
の
基
本
的
性
質
を
闇
明
し
、
叉
之
れ
に
基
い
て
一
杭
合
的
文
化
的
諸
過
程
の
現
賓
な
か
郎
r
v
u
d
憧
系

以
上
論
述
せ
る
庭
に
よ
り
て
、

を
護
見
す
る
と
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
、
今
此
庭
に
注
意
す
可
き
は
、
経
験
的
現
寅
態
に
於
て
は
、
社
合
的
文
化
的
諸
過
程
の
仰

れ
も
、
他
の
諸
過
程
か
ら
離
れ
、
孤
立
の
扶
態
に
於
て
存
在
す
る
の
で
は
た
く
、
少
友
く
も
時
間
と
窓
聞
と
に
闘
し
七
は
、
他
の
諸

遇
税
と
解
ぎ
ほ
ど
か
れ
難
き
ほ
ど
犬
に
縫
れ
A
口
ふ
て
居
る
と
云
ふ
と
と
で
あ
る
。
向
ほ
夫
れ
に
加
へ
て
、
多
〈
の
枇
合
的
丈
化
的
過

程
は
相
具
友
れ
る
種
々
の
律
動
及
び
脈
動
を
有
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
夫
れ
よ
り
し
て
共
等
の
遇
税
の
結
合
は
、
判
然
緋
別
さ
れ
る

リ
ズ
ム
及
び
テ
ン
ポ
を
有
す
る
シ
今
オ

=
1
切
、
豆
町
『
。

-q
を
生
ぜ
」
干
し
て
、

相
互
に
相
殺
し
、

中
和
し
合
ふ
鹿
の
、
同
時
に
波

奏
さ
れ
た
る
相
同
時
た
れ
る
程
K

の
リ
ズ
ム
及
ぴ
テ
ン
ポ
か
ら
混
成
さ
れ
た
る
ケ
コ
フ
オ

Z
1

Q
W

円。-vrcD]『
を
生
や
る
の
で
あ
る
。



そ
う
し
て
夫
れ
が
矯
め
に
、
奥
へ
ら
れ
た
る
過
程
に
於
て
、
只
夫
れ
の
諸
方
向
中
の
一
の
費
動
に
よ
り
て
の
み
作
ら
れ
る
伺
切
り
は
、

屡
々
吾
人
の
注
意
を
泡
脱
ず
る
。

さ
れ
ば
か
L
る
事
情
の
下
に
於
て
は
、

北
ハ
の
過
程
の
諸
方
向
中
の
二
つ
三
つ
或
は
四
つ
に
於
け

る
同
時
的
竣
動
に
よ
り
て
作
ら
れ
る
累
積
的
友
句
切
り
の
方
が
、
右
の
ケ
コ
フ
才
一
一

1
の
諸
脈
動
よ
り
も
注
意
さ
れ
易
い
の
で
る
る
。

枇
曲
目
的
文
化
的
生
活
の
無
限
に
複
雑
た
静
過
程
に
あ
り
で
は
、

よ
り
軍
純
友
脈
動
が
吾
人
の
注
意
を
全
く
惹
起
し
な
い
の
に
、
止
(
等

の
累
積
的
脈
動
が
判
然
了
解
さ
れ
る
と
と
が
屡
々
あ
る
。
ぞ
う
し
て
共
等
の
累
積
的
脈
動
は
、
通
例
一
の
時
代
或
は
紀
の
特

K
重
要

在
、
又
永
続
的
放
運
動
を
表
示
し
て
居
る
。
さ
札
ば
五
口
々
は
北
(
等
の
累
積
的
脈
動
或
は
句
切
り
が
、
五
日
々
の
耳
所
欝
ず
る
階
一
騒
恋
、

鈴
柑
柑
払
凡
臨
肌
史
の
ケ
コ
ワ
オ
一
一
ー
の
中
に
冷
却
さ
れ
右
い
矯
め
に
、
大
に
之
れ
に
耳
を
傾
け
ね
ば
た
ら
た
い
の
で
あ
る
。
勿
論
此
の
事

付
、
よ
り
即
杭
弁
照
動
は
、
一
枇
ム
川
目
的
持
組

mm
の
紛
糾
中
に
於
て
方
向
を
見
定
め
九
銭
め
に
は
、
無
用
で
あ
る
止
か
、
時
間
、
宗
閥
、

量
及
び
質
等
を
表
示
す
る
脈
動
を
別
々
に
研
究
す
る
の
は
、
無
待
で
あ
る
止
か
云
ふ
こ
と
を
烹
味
ず
る
の
で
在
い
。
否
在
地
岬
て
此
等

の
も
の
は
甚
だ
重
要
で
あ
り
、

又
布
別
で
あ
る
。
併
し
夫
れ
に
加
へ
て
累
積
的
諸
過
程
の
研
筑
は
、
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

又
更

κ

一
居
有
用
で
あ
る
の
で
あ
る
。

此
鹿
に
注
意
す
可
き
は
、
経
験
的
事
貨
を
某
礎
と
す
る
の
で
は
な
〈
、
只
一
の
間
論
の
み
を
某
礎
と
し
て
純
人
然
的
に
時
代
を
区
別
す
る
こ
と
は
、

現
貨
態
に
於
け
る
諸
過
程
の
諸
階
段
及
び
突
れ
の
再
起
或
は
反
復
を
研
究
す
る
短
め
に
は
、
人
に
〈
無
用
で
あ
る
と
一
百
ふ
こ
と
で
あ
る
。
か
L

る
句
切
P

の
仕
方
は
，
祉
舎
科
血
中
に
あ
り
で
は
、
瞬
史
的
或
は
結
神
的
或
は
政
治
的
或
は
其
の
他
の
誇
過
程
に
屡
々
腔
用
さ
れ
て
居
る
。
山
川
ほ
又
夫
れ
は
人
局
的

な
平
均
歌
中
、
正
中
教
が
器
械
的
に
作
成
さ
れ
て
居
る
幾
多
の
純
統
計
的
研
究
に
於
で
、
大
な
る
度
合
空
で
使
用
さ
れ
て
居
る
。
併
し
か
L

る
人
怨
的
な

循
環
や
、
剖
子
宇
、
符
動
宇
、
句
切
り
は
、
現
時
A

な
脈
動
を
記
述
す
る
も
白
で
な
く
、
夫
れ
と
金
ぐ
何
等
の
開
係
や
ご
も
有
し
な
い
か
、
又
は
只
泣
い
閥

係
を
有
す
る
だ
け
に
止
宮
る
或
物
を
記
述
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
か
く
て
其
の
認
識
償
値
は
甚
だ
制
限
ぎ
れ
て
居
る
、
杏
な
屡
々
全
〈
存
在
し
な
い
。

狭
い
締
験
的
展
望
を
有
す
る
だ
け
の
多
〈
の
革
者
に
あ
り
で
は
、
枇
ム
世
田
的
文
化
的
諸
過
程
の
句
切
り
及
び
脈
動
の
問
題
は
、
か
L

る
問
題
は
枇
舎
科

世
曾
的
文
化
的
園
田
勤
の
形
式

第
四
十
六
巻

1m 
C 

告再

説

五
五



社
舎
的
文
化
的
費
動
の
形
式

第
四
十
六
巻

四
O 

第

披

五
7t 

患
者
が
自
か
ら
故
意
に
之
を
求
め
る
に
非
ら
ず
は
、
決
し
て
自
然
に
起
っ
て
〈
る
も
の
で
は
な
い
と
云
ふ
意
味
に
で
、
あ
空

P
に
抽
象
的
な
、
叉
さ
し

迫
っ
て
解
決
を
要
す
る
も
の
で
な
い
様
に
思
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
か
ゐ
る
見
解
の
説
謬
は
特
に
論
排
す
る
必
要
も
な
い
程
で
あ
る
と
恩
は
れ

る
。
資
際
}
此
の
問
題
は
枇
合
科
観
者
が
日
々
両
面
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
純
梼
筆
者
が
H

京
集
の
境
動
的
畑
町
究
に
、
又
人
口
皐
者
が
生
命
過

程
の
研
究
に
、
叉
犯
罪
草
者
が
犯
罪
認
動
の
研
究
に
着
手
す
る
中
否
な
、
直
ち
に
此
の
問
題
に
打
突
か
る
の
で
あ
る
。

ソ
ロ
キ

γ
は
枇
合
的
文
化
的
過
桂
の
概
念
を
、
夫
れ
の
諸
要
素
、
夫
れ
の
諸
種
類
、
夫
れ
の
車
問
調
性
或
は
再
起
性
、
反
復
性
の
性

質
、
井
に
夫
れ
の
何
切
り
の
諸
某
砂
及
び
諸
形
式
等
に
就
て
、
以
と
漣
ぺ
来
り
し
如
く
に
詳
し
〈
規
定
し
た
る
後
、
終
り
に
方
向
の

ザ

f
ク
り
カ
ル

立
場
か
ら
見
て
、
掴
開
ー
の
線
欣
的
た
も
ん
一
/
¥
の
刻
、
及
び
井
線
航
的
夜
、
町
七
ノ
循
県
明
的
友
及
び
費
易
的
に
再
起
反
復
的
な
も
ち
J

Y
(、
の
引
を
詳
し
〈
分
類
し
一
論
究
し
て
居
る
の
で
る
る
が
、
夫
れ
が
印
ち
私
が
木
論
文
に
於
て
紅
命
日
的
文
化
的
曲
変
動
の
形
式
と
稿

す
る
も
の
の
論
究
に
一
夜
常
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
是
れ
よ
り
共
の
論
先
を
や
自
主
詳
し
く
考
察
し
た
い
と
思
ふ
。
併
し
紙
面
の
都
合
に

よ
り
突
競
に
譲
る
。


